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　本研究では，東京23区および多摩地区にまたがる武蔵野台地を中心に，地形の詳細な解析を国土地理院の

5ｍDEMを活用して実施し，1mコンターのレベルで地形区分を見直した（遠藤ほか，2018a）．さらに，近年

多数公開されるようになった地下データ（＝ボーリング柱状図）を用い．東京23区・多摩地区の武蔵野台地と

東京低地を中心に数万本余のボーリングデータを活用して100に及ぶ地質断面図を作成した（遠藤ほ

か，2018ｂ）．加えて，全ボーリングデータを対象として，地質層序解析システムを開発して地下地質構

造・古地形を面的に解析した（堀ほか，2018；杉中ほか，2018）．また，都内においても近年テフラや年代

を含み基準となる研究ボーリングが実施されるようになった．その上に多くの地形・地質データなどアナログ

のデータを重ね合わせ，従来の点の情報を線，面に発展させることを目指す．こうした様々な情報を総合し

て，東京の台地部と低地部の中・後期更新世以降の地下構造と地形を解明し，従来の諸知見（貝

塚，1964；岡ほか，1984；久保，1988；植木・酒井，2007ほか）を飛躍的に発展させることを目的とす

る． 

 

　従来の研究にない本研究の特徴をあげると，異なるアプローチからえられる成果を相互にフィードバックさ

せて，解析を繰り返させること，従来型の知見から得られる多数の条件を組み込んだ地質層序解析システ

ム＝自動解析を駆使し，フィードバックさせつつ，時間軸に位置付けられる古地形の重ね合わせによって面的

な構造を重ね合わせた、3次元の理解ヘ進めていく点にある．3次元の理解にとってこの後半のプロセスは極め

て重要な位置にある． 

 

　例えば，新地形区分により、武蔵野台地は古期武蔵野扇状地と新期武蔵野扇状地に区分され，新期扇状地は

8地形単位に分けられた．従来の武蔵野面の中に大山面（遠藤，2017）や和光-徳丸面などの小規模なS面やそ

の残丘が少なからず認められた．これらは地下構造の解析にフィードバックされる．  

　また、多数の地質断面図に基づくアナログタイプの解析結果やフィールドやコアから得られた地質情報も

フィードバックされる．最終的に得られる3次元の解析結果は，多数の地質断面図の解釈に反映される． 
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